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皆さんのご意見をお寄せください
－各種計画（案）パブリックコメントを募集－　②～④

各審議会等委員を募集します　⑥～⑦
トピックス＆スポーツ　⑧～⑨

　　今日は自分で弁当を作りました！　　－  東根小学校６年生「弁当の日」－
　
　１月26日は東根小学校６年生の「弁当の日」。登校前にみんな自分でお弁当を作ってきました。彩りもよくおいしそう
なお弁当に、みんなのがんばりが見えました。（９ページに紹介）
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各種計画（案）のパブリックコメントを募集します

皆さんのご意見をお寄せください

白鷹町住生活基本計画（案）
【募集期間】　２月 12 日（木）～２月 25 日（水）
【担当】　　　建設水道課管理係

　　　　　　☎ 85 － 6140　
E-mail: kensetu@so.town.shirataka.yamagata.jp

　町では、本町の居住特性や住宅事情、公営住宅等の状況を踏まえ、町民一人ひとりにとって真に快
適さを実感できる住生活を実現するために必要な住宅施策の基本的な方向を定める「白鷹町住生活基
本計画」の策定を行っています。
　計画の策定にあたり、町内各保育園、小・中学校の保護者を対象としたアンケート調査や住宅の建
築・賃貸に携わる方、若者、高齢者など各分野の方々で組織する「白鷹町住生活基本計画策定委員会」
等でご意見をお伺いし検討をしてきました。その結果、計画（案）がまとまりましたので、その概要
をお知らせいたします。　

◆計画期間　　平成27年度から平成36年度までの10年間

◆計画の位置づけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　この計画は、「第 5 次白鷹町総合計画」を上位計画とし、住生活基本法に基づき国・県が策定した
住生活基本計画、他の関連計画との整合を図りながら住宅施策を展開する指針として位置づけます。

◆基本的な考え方と施策の方向性　　　　　　　　　　　　　　　 　

　すべての町民が地域と連帯感を持って積極的に住宅や住環境づくりに参加し、誰もが住生活に対す
る充実感を持つことができる快適な住まいづくりをめざして、安全・安心な住まいづくりを確保して
いくため、以下の基本理念のもとに住宅施策を展開していきます。

基本理念　　快適で誰もが安心して暮らせる住まいづくり

1. 快適に住み続けられ
　る住まいづくり

2. 安全で安心な住まい
　とまちづくり

3. ニーズに応じた住宅
　の供給と地域づくり

施策目標

　現在、町で策定を進めている各種計画（案）について、皆さんのご意見をお寄せください 。詳細につ
いては、各地区公民館、役場担当課や町のホームページで公開しますのでご覧ください。ご意見は、
「広報直通便」または、ホームページに掲載の「ご意見提出様式」に必要事項を記入のうえ、郵送、
ＦＡＸ（85－6128）、メールなどでお寄せください。

◆住まいのセーフティーネット
　の構築

◆災害に強い住まいづくり ◆多様化する居住ニーズにおけ
　る住宅流通の円滑化

◆定住促進への取り組みと住ま
　いづくり

◆子育てしやすい住まいづくり

◆空き家等の有効活用

◆環境にやさしい住生活の普及

◆高齢者や障がい者など誰もが
　住みやすい住宅の普及

◆良質な住宅ストックの形成

◆地域づくりに資する住まい
　づくり



●3　　 広報しらたか　2015.2.12 　　 広報しらたか　2015.2.12

皆さんのご意見をお寄せください

白鷹町観光交流推進計画（案）
【募集期間】　２月 12 日（木）～２月 25 日（水）
【担当】　　　産業振興課観光交流係

　　　　　　☎ 85 － 6126
E-mail: sangyou@so.town.shirataka.yamagata.jp

　観光交流の面から白鷹町の産業振興を図るため、交流人口増加に向けて、急速に変化する観光動向
を踏まえ、時代の変化に即応した観光交流の取り組みや白鷹町ならではの魅力を再発掘し、観光交流
を推進する計画を策定します。
　町民一人ひとりが観光交流のおもてなしの心を共有するために『元気な町。気になる町。…しらた
か町。』を目標に、８つの柱を推進します。

◆計画期間　　平成27年度から平成31年度までの５年間

基本理念　　元気な町。気になる町。…しらたか町。

観
光
交
流
推
進
計
画
の
８
つ
の
柱

１. 日本の紅
あか

をつくる町！（紅花の活用）

２. 元気な町！（町づくり・意識づくり）

３. 気になる町、訪れたい町！（観光施策）

４. もっと知ってほしい町！（知名度アップ）

５. お宝いっぱいの町！（物産振興）

６. チカラを合わせる町！（ネットワークの確立／体制）

７. 楽しいことがある町！（イベント施策）

８. もっと便利な町！（案内／交通の整理）

◆日本一の紅花生産地であることをＰＲし、知名
　度をアップする

「日本の紅
あか

をつくる町」の推進 まるごと白鷹町（町内周遊の推進）

◆白鷹町を観光の目的地としてもらう手段として
　「観光４シーズン」化の強化。特に冬の白鷹町の
　魅力を情報発信。

◆日本一の紅花生産地であり続けるための生産者・
　関連業者への支援

◆紅花関連商品の開発、販売など

◆紅花にとどまらず、白鷹町の農産物のトマトや
トウガラシ、イチゴ、リンゴなども取り込みオ
リジナルな「SHIRATAKA RED」の活用で、通年
の観光資源とする

◆白鷹町を楽しく安全に周遊してもらうためのイ
　ンフォメーションセンターの設置、観光案内人
　の育成、案内看板などのサイン計画。観光拠点    
　施設の整備や連携など。
◆心に残る町にするために、「全員おもてなしの心」
　の推進、特産品・伝統工芸品・お土産の開発販
　売など
◆町内外のネットワークの有効活用や体制づくり、
　観光協会の法人化など

重 点 施 策

◆見せる広い紅花畑の設置
【具体的数値目標】

項　目 平成25年度実績 平成31年度目標
観光入込客数 40万6千人 44万人
直売所入込客数 46万5千人 50万人
教育旅行受入者数 135人 160人
Facebook いいね数 600いいね 6,000いいね
紅餅生産量 68kg 200kg



●4　　 広報しらたか　2015.2.12 　　 広報しらたか　2015.2.12

皆さんのご意見をお寄せください

白鷹町第７次高齢者保健福祉計画
　　　　及び第６期介護保険事業計画（案）

【募集期間】　２月 18 日（水）まで
【担当】　　　健康福祉課介護保険係

　　　　　　　   ☎ 86 － 0213
E-mail: kenfuku3@so.town.shirataka.yamagata.jp

　町では、高齢になってもいつまでも元気で暮らせるように、健康寿命の延伸、生きがいづくりによる
社会参画、介護予防の取り組みをすすめるとともに、地域で支え合う仕組みをつくり、誰もが安心でき
るよう「高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画」の策定を行っています。
計画の詳細は町のホームページでご覧いただけます。

◆第6期（平成27 ～ 29年度）の介護サービス給付費などの見込み
　介護サービスにかかる費用（介護サービス給付費）に、施設入所やショートステイを利用した場合の
部屋代と食費の一部を支給する給付費（特定入所者介護サービス費）や地域支援事業にかかる費用など
を加えた総費用は、３年間で47億4,600万円余りが必要になると推計しています。このうちの22％が
65歳以上の方で負担しなければならない総額になります。

◆保険料の上昇を抑えるために基金を繰り入れます
　介護保険料の上昇を抑えるため、介護保険の基金より3,500万円を繰り入れます。

◆介護保険基準額
　65歳以上の方で負担しなければならない総額から、人数や所得段階により介護保険料を推計すると月     
額5,148円、年額61,776円を見込んでいます。
　なお、正式な決定は条例改正などの手続きを経て決定されます。

◆所得段階による介護保険料割合
　白鷹町では、介護保険料は所得の状態に応じて10段階に設定し負担いただく予定です。基準額であ
る年間61,776円は、第5段階の保険料額になります。所得の低い方への公費投入による保険料軽減、配
慮も行い対応する予定です。

◆計画期間　平成27年度から平成29年度までの３年間（３年ごとに見直し）

基本理念　　しっかりと支え合う　地域社会の実現　～ぬくもりある地域包括ケアの確立～

「食べて運動　みんな元気」活動の推進
生活習慣病の予防と早期発見、早期治療、感染症予防健康寿命の延伸

生きがいづくりによる社会参画 地域やコミュニティへの積極的参画などによる生きがいづくり支援

地域包括ケアの推進

介護予防の充実
生活支援サービスの充実
地域ケア会議の強化
在宅医療・介護の連携推進
家族介護支援の充実

認知症施策の推進

認知症ケアパスの普及
認知症初期集中支援チーム訪問の充実、認知症地域支援推進員の配置、
認知症生活支援サービスの充実
権利擁護の推進、高齢者虐待防止

介護保険サービスの提供

居宅・施設サービスの充実、適正化
地域密着型サービスの充実、適正化
サービス種類ごとの量の見込み
介護保険料基準額の設定

高齢者向けの住まい 安全で快適に暮らせる住宅環境の整備検討

災害時要援護者台帳等の活用による見守りと支援
地域での見守りと支援、冬期間の生活環境の整備地域での見守りと災害対応

老人福祉施設への措置 日常生活困難者の老人福祉施設への入所

基本的な取り組み 主 な 事 業
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　　第２次白鷹町健康増進計画
「元気ニコニコしらたか21」 vol.21

　今回は、「元気いっぱい子どもの健康づくり」のからだの健康づくりのポイントについてご紹介

します。

むし歯がある子ども（３歳児）の割合

望ましい生活リズムのポイント

①家族みんなで、早寝早起きの習慣を身

　につけましょう。

②おいしく、楽しく１日３食、バランス

　のよい食事をとりましょう。

　特に朝ごはんをしっかり食べましょう。

③昼はしっかり活動（遊びや運動など）

　し、夜はしっかり睡眠をとりましょう。

　子どものすこやかな成長や発達のため、そして、学力やスポーツ、さまざまな活動で本来の力

を十分に発揮するために大切なこと、それは『整った生活リズム』です。また、風邪やインフル

エンザなどの感染症や将来の糖尿病や脂質異常症、高血圧症といった生活習慣病などの病気を予

防するためにも、とても重要なことです。

生活リズムを整えよう！

　子どものむし歯は確実に減少しており、むし歯予防の取り組みが浸透してきています。しかし、

白鷹町は県の平均と比べて、むし歯が多い現状が続いています。平成25年度の、むし歯がある

３歳児の割合は、県内でワースト３の結果でした。

　子どものむし歯は、生涯を通じた歯の健康づくりに影響します。また、その予防には、ご家族

の協力が不可欠です。

むし歯予防のポイント

①毎食後、歯みがきをしましょう。

　乳歯から永久歯に生え変わる、小学校

　高学年くらいまで、仕上げ磨きをしま

　しょう。

②かかりつけの歯科医院をもち、定期的

　に検診しましょう。

　フッ素塗布も効果的です。

③おやつは、時間と回数を決め、甘い飲

　み物・食べ物は控えましょう。

むし歯を予防しよう！

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎86－0210
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審議会等委員を

　　　　募集します

“しらたか”をもっともっといい町に !!
まちづくりにあなたの声をおきかせください !!

　わたしたちが生活している町を住みよい町としていくた
めには、わたしたち自らがまちづくりに参画して、みんな
で知恵を出し合いながら一つずつ行動に移していくことが
必要です。
　その一つの方法として、協働のまちづくり条例では、町
が設置するさまざまな審議会等の委員を選任するにあたり、
自ら参画しようという方の募集について定めています。
　各審議会等の役割は、まちづくりを進めていくための重
要な計画などについて、調査や審議をしながら、町に対し
意見を述べていくことです。
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予
定
回
数　

年
２
～
３
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

教
育
委
員
会
図
書

　

館
管
理
係　

☎
85

－

６
１
４
６

白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会

　　

都
市
計
画
道
路
、
都
市
公
園
、

下
水
道
な
ど
の
都
市
計
画
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
と
審
議

を
行
う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
の
都
市
計
画
区

　

域
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
方

▼
開
催
予
定
回
数　

年
１
～
２
回

　

程
度

今回委員を募集する審議会等と募集人員

　①白鷹町振興審議会　　　　　　　２人　
　②白鷹町国民健康保険運営協議会　３人　
　③白鷹町図書館協議会　　　　　　５人　
　④白鷹町都市計画審議会　　　　　２人　
　⑤白鷹町下水道事業運営審議会　　２人　
　⑥白鷹町水道経営審議会　　　　　３人
　⑦白鷹町病院事業等運営委員会　　２人
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▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
都
市

　

計
画
係　

☎
85

－

６
１
４
０

白
鷹
町
下
水
道
事
業
運
営

　

審
議
会

　
　

　

下
水
道
事
業
に
係
る
受
益
者
負

担
金
と
分
担
金
、
使
用
料
な
ど
に

関
し
、
調
査
と
審
議
を
行
う
機
関

で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
下
水
道
使
用
者
で
、
応
募

　

時
点
で
満
25
歳
以
上
の
方

▼
開
催
予
定
回
数　

年
１
～
２
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
下
水

　

道
係　

☎
85

－

６
１
３
８

白
鷹
町
水
道
経
営
審
議
会

　　

水
道
事
業
の
経
営
そ
の
他
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
と
審
議

を
行
う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
水
道
使
用
者
で
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
方

▼
開
催
予
定
回
数　

年
数
回

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
水
道

　

係　

☎
85

－

６
１
３
７

白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営

　

委
員
会

　　

病
院
事
業
管
理
者
の
諮
問
に
応

じ
、
病
院
事
業
等
の
運
営
に
関
し

て
審
議
す
る
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

し
、
応
募
時
点
で
満
20
歳
以
上

　

の
方
で
、
病
院
事
業
等
の
経
営

　

に
関
心
を
お
持
ち
の
方

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
～
３
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

町
立
病
院
事
務
局

　

総
務
係　

☎
85

－

２
１
５
５

◆
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
所
管
部
署
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
応
募

要
項
及
び
応
募
用
紙
は
各
所
管
部

署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
応
募
締
切

　

３
月
４
日
（
水
）（
消
印
有
効
）

◆
選
考
方
法

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会
で

　

審
査
の
う
え
選
考
し
ま
す
。

◆
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

(1)
委
員
報
酬　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
額

　

の
報
酬
を
お
支
払
い
す
る
予
定

　

で
す
。

◇
白
鷹
町
振
興
審
議
会
、
白
鷹
町

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
、

　

白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会
、
白

　

鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
、

　

白
鷹
町
水
道
経
営
審
議
会
、
白

　

鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員
会

　

の
各
委
員
は
、
日
額
６
０
０
０

　

円
（
た
だ
し
、
会
議
時
間
が
４

　

時
間
未
満
の
場
合
は
日
額
３
０

　

０
０
円
）

◇
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会
の
委
員

　

は
年
額
８
５
０
０
円

(2)
各
審
議
会
等
の
委
員
は
町
の
非

　

常
勤
特
別
職
と
し
て
任
命
さ
れ

　

ま
す
の
で
、
白
鷹
町
個
人
情
報

　

保
護
条
例
第
３
条
第
２
項
の
適

　

用
を
受
け
る
と
と
も
に
、
同
条

　

例
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合

（
職
務
上
知
り
得
た
個
人
の
秘
密

　

を
漏
ら
し
た
場
合
な
ど
）
は
罰

　

則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

各
審
議
会
等
の
所
管
部
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

白
鷹
町
明
る
い
健
康
都
市
づ

く
り
推
進
会
議
は
、
地
域
の
実

情
に
即
し
た
保
健
・
医
療
・
福

祉
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
目
的

と
し
て
、
各
種
事
業
計
画
を
具

体
化
し
て
い
く
た
め
に
ご
意
見

な
ど
を
い
た
だ
く
機
関
で
す
。

▼
募
集
人
員　

３
人

▼
任
期　

　
　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

▼
応
募
資
格　

◇
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募

　

時
点
で
満
20
歳
以
上
の
方

◇
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
心

　

が
あ
り
、
年
２
～
４
回
程
度

　

の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

◇
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で

　

な
い
こ
と

◇
次
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る

　

方
①
納
税
等
（
町
税
等
）
の
義
務

　

を
果
た
し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

　

で
な
い
こ
と

④
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、

「
白
鷹
町
明
る
い
健
康
都
市
づ
く
り
推
進
会
議
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

被
補
助
人
で
な
い
こ
と

⑤
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い

　

こ
と

⑥
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

▼
応
募
方
法　

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
健
康
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
い
応
募
要
項
及
び
応
募
用
紙

は
健
康
福
祉
課
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
応
募
用
紙
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
締
切

　

３
月
４
日（
水
）（
消
印
有
効
）

▼
選
考
方
法　

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会

で
審
査
の
う
え
選
考
し
ま
す
。

▼
審
査
結
果　

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

▼
委
員
報
酬　

　

日
額　

６
０
０
０
円

（
た
だ
し
、
会
議
時
間
が
４
時

間
未
満
の
場
合
は
日
額
３
０
０

０
円
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
☎
86

－

０
２
１
０
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白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
様

　

白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
新

野
康
雄
会
長
）
様
よ
り
、
町
の
発

展
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と

５
万
円
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

齋
藤
　
邦
　
様
（
新
潟
市
在
住
）

　

新
潟
市
に
お
住
ま
い
の
齋
藤
邦

様
よ
り
５
万
円
を
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

齋
藤
様
は
、
幼
少
の
頃
に
鮎
貝

の
内
町
に
住
ん
で
お
ら
れ
、
ふ
る

さ
と
を
懐
か
し
ん
で
、
白
鷹
町
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
ほ

し
い
と
寄
付
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
大
切
に
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

善
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　数え年で今年100歳を迎えられる大正５年生まれの４人の方に、町からの賀詞と御祝金
が贈られました。「皆さんがこれまで努力してくださったおかげで今日の白鷹町があります。
これからも元気で長生きしてください。」とのお祝いの言葉に「ありがとうございます。」
と、皆さんにこやかな表情で答えられていました。おめでとうございます。

100歳
おめでとうございます

菊地きよさん（滝野） 小関しんさん（荒砥甲） 菅間貞二さん（中山）

食
材
の
買
い
出
し
も
自
分
で

　

１
月
18
日
、
パ
レ
ス
松
風
で
、 

会
員
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し 

町
芸
術
文
化
協
会
「
新
春
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
報
告
に
続
き
、 

芸
術
文
化
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
式
典
後
は
、
会
員
同
士
の
交

流
会
が
開
か
れ
、
互
い
の
活
動
に

つ
い
て
や
今
後
の
抱
負
な
ど
も
語

り
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
鷹
若
柳
会
、
白
鷹
花

柳
会
、
白
鷹
民
踊
愛
好
会
、
民
踊

け
ん
こ
う
教
室
の
皆
さ
ん
に
よ
り 

「
白
鷹
小
唄
」「
白
鷹
音
頭
」
が
披

露
さ
れ
、
伝
統
の
舞
踊
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

芸
術
文
化
賞

　

殿
岡　

亮
さ
ん（
白
鷹
金
剛
会
）

　

芳
賀
修
助
さ
ん（
観
世
流
英
会
）

　

奨
励
賞

　

岡
部
和
子
さ
ん

　
　
　
　
（
民
踊
け
ん
こ
う
教
室
）

　

県
立
荒
砥
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

芳賀修助さん 殿岡　亮さん

３
個
人
１
団
体
を
表
彰

岡部和子さん県立荒砥高等学校吹奏楽部

町
芸
術
文
化
協
会
「
新
春
の
つ
ど
い
」
を
開
催

※今きんさん（鮎貝）が、１月16日にご逝去されました。
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　１月18日、深山地区では、深山和紙の原
料となる「楮」をふかす作業が早朝から行
われました。   和紙づくりの初期の工程で、
約800㌔の楮を４束に分け、１束を２時間
半～３時間ふかして冷水にさらし、表皮を
はいで外に干します。和紙漉き職人の高橋
恵さんと深山地区民の手で守られている伝
統の作業で、この日は地区外の方も参加。 
１月末からは乾燥した黒皮を水に浸して甘
皮を取り除く「楮ひき」も行われました。

　　

　１月20日、鷹山小学校で、深山ミルクえ
んの樋口絵梨さんを講師に迎え、食育につ
いての講話がありました。樋口さんは家族
で酪農を営みながら酪農教育ファシリテー
ターとして幅広く活躍されており、白鷹町
は酪農が盛んな町であることや、私たちは
たくさんの命や自然の恵みをいただいて食
事をしていることなどを話されました。児
童たちは真剣な眼差しで話を聞き、毎日の
食事に改めて感謝する機会となりました。

　

１
月
26
日
、
東
根
小
学
校
６
年

生
が
、
食
材
を
自
ら
買
い
に
行
き

自
分
で
作
っ
た
弁
当
を
持
っ
て
登

校
す
る
「
弁
当
の
日
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

６
年
生
は
、
昨
年
度
に
も
「
弁

当
の
日
」
を
実
施
。
昨
年
度
は
お

か
ず
を
持
参
し
、
ご
は
ん
は
総
合

学
習
で
の
米
作
り
体
験
で
収
穫
し

た
お
米
を
炊
き
ま
し
た
。
ご
は
ん

も
持
参
の
今
年
は
、
お
に
ぎ
り
を

に
ぎ
っ
た
り
、
い
な
り
ず
し
を
つ

く
っ
て
き
た
児
童
も 

。「
弁
当
の

日
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
家

庭
科
の
授
業
で
は
町
健
康
福
祉
課

の
栄
養
士
と
と
も
に
こ
ん
に
ゃ
く

煮
や
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
、
大
学
い

も
な
ど
を
調
理
実
習
し
ま
し
た
。 

調
理
実
習
で
教
わ
っ
た
お
か
ず
の

ほ
か
、
家
庭
で
相
談
す
る
な
ど
し

て
自
分
で
決
め
た
お
か
ず
を
、
前

日
の
夜
か
ら
下
準
備
し
た
児
童
も

お
り
、
作
り
方
を
教
え
あ
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
弁
当
の
お
か
ず

を
決
め
た
り
食
材
を
買
い
に
行
っ

た
り
の
準
備
か
ら
弁
当
が
で
き
あ

が
る
ま
で
、
家
庭
で
も
お
家
の
方

と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
、
感
じ

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
校

長
先
生
は「 

食
材
の
生
産
者
や
毎

日
食
事
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
家
の

ひ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
て

ば
残
さ
ず
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、

自
分
で
つ
く
っ
て
ほ
め
ら
れ
る
と

自
信
に
も
つ
な
が
る
。『
弁
当
の

日
』
を
来
年
度
以
降
も
実
施
し
て

い
き
た
い
。」  

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
根
小
学
校
で
は
、
こ
の
ほ
か
、

３
年
生
の
総
合
学
習
で
地
元
の
ご

ぼ
う
組
合
の
協
力
に
よ
り
、
伝
統

野
菜
「
岡
の
台
ご
ん
ぼ
」
を
栽
培
、

収
穫
し
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
推

進
員
に
ご
ぼ
う
料
理
を
教
わ
る
な

ど
、
学
校
と
地
域
が
一
緒
に
な
り

食
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
共
栄
建
運　

株
式
会
社　
　
　

様

◆
有
限
会
社　

山
栄
測
量
設
計　

様

◆
株
式
会
社　

鈴
木
工
務
店　
　

様

◆
町
職
員
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

　
　
　
　

　

豪
雪
と
な
っ
た
１
月
、
町
内
企

業
３
社
と
町
の
若
手
職
員
に
よ
り
、

除
雪
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
13
軒

の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
た

世
帯
の
方
は
「
今
年
は
雪
が
多
く

窓
が
開
け
ら
れ
な
か
っ
た
。 

た
い

へ
ん
あ
り
が
た
い
。」な
ど
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中山地区での除雪ボランティア

　

15
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ
を
掲
載
の

「
白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
４
」
の
講
演
会

の
中
で
、
東
根
小
学
校
の
弁
当
の
日

の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
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◇
認
知
症
の
方
へ
の
姿
勢

①
驚
か
せ
な
い
こ
と

②
急
が
せ
な
い
こ
と

③
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
こ
と

具
体
的
に
は

①
ま
ず
は
見
守
る

②
余
裕
を
持
っ
て
対
応
す
る

③
声
を
か
け
る
と
き
は
一
人
で

④
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
な
い

⑤
相
手
に
目
線
を
合
わ
せ
優
し
い

　

口
調
で

⑥
穏
や
か
に
は
っ
き
り
と
し
た
口

　

調
で

⑦
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
ゆ

　

っ
く
り
対
応
す
る　

な
ど

　

講
座
に
参
加
さ
れ
た
１
０
８
名

の
方
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
配

り
し
ま
し
た
。
講
演
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
「
介
護
者
の
話
を
ゆ
っ

く
り
聞
い
て
寄
り
添
っ
て
あ
げ
よ

う
と
思
っ
た
」「
常
日
頃
か
ら
声

が
け
を
し
て
い
き
た
い
」「
近
所

付
き
合
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
よ
う
な
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
講
者
の
約
3
割
の
方

に
実
際
に
認
知
症
の
家
族
が
お
り

介
護
経
験
が
あ
り
ま
し
た
が
「
頭

の
中
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
実
際

に
行
動
し
て
い
け
る
か
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
」
と
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
つ
け
て
い

る
方
が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」 

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
認
知
症
の

理
解
者
で
あ
り
応
援
者
で
す
。
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
つ
け
て
い
る
方

が
増
え
、
認
知
症
の
方
と
そ
の
家

族
が
、
そ
し
て
自
分
が
認
知
症
に

な
っ
た
時
に
も
、
安
心
し
て
過
ご

し
て
い
け
る
町
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？

　

12
月
6
日
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
黒
田
加
代
子
さ
ん
か
ら

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
、
認

知
症
の
症
状
や
早
期
診
断
と
治
療

の
重
要
性
、
認
知
症
の
方
へ
の
具

体
的
な
関
わ
り
方
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

　

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で

　

は
な
く
、
認
知
症
に
つ
い
て
正

　

し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
自
分

　

の
で
き
る
範
囲
で
認
知
症
の
方

　

や
家
族
を
応
援
し
て
も
ら
う
。

■
認
知
症
に
関
す
る
相
談
・
問
い

　

合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２

白
鷹
町
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
「
恵
み
豊
か
な
森
林
の
保
全
」

認知症サポーターの証「オレンジリング」

　

私
た
ち
に
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
森
林
。

そ
の
森
林
の
荒
廃
が
進
み
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

豊
か
な
森
林
を
環
境
資
源
と
し
て
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
新
た

な
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
事
例
を
紹
介
い
た
だ
き
、
森
林
と
う
ま
く

つ
き
合
っ
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。 

◆
日
時　

２
月
25
日（
水
）　

午
後
６
時
～
７
時
45
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
場　

５
時
30
分　

◆
会
場　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

【
第
１
部
】　

活
動
事
例
発
表　

　
　
　
　

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

し
ら
た
か
地
域
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　

◇
し
ら
た
か
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

　
　
　
　

◇
白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議

【
第
２
部
】　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授　

三
浦
秀
一　

氏

　
　
　
　
　
　

パ
ネ
ラ
ー　

事
例
発
表
者

※
定
員
は
２
０
０
人
（
先
着
順
）
で
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
事
務
局　

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係　

☎
85

－

６
１
３
１
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今
冬
は
、
例
年
よ
り
早
く
根
雪

に
な
り
積
雪
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と

除
雪
作
業
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

【
事
例
１
】

　

家
の
雪
下
ろ
し
を
依
頼
し
た
業

者
に
「
1
人
2
千
円
で
3
人
で
行

く
」
と
言
わ
れ
、
6
千
円
な
ら
と

思
い
来
て
も
ら
っ
た
。
作
業
終
了

後
「
3
人
で
3
時
間
か
か
っ
た
の

で
1
万
8
千
円
」
と
請
求
を
受
け

た
。
1
時
間
当
た
り
2
千
円
と
は

聞
い
て
な
か
っ
た
。

【
事
例
２
】

　

除
雪
作
業
を
頼
ん
だ
業
者
か
ら
、

シ
ー
ズ
ン
契
約
の
方
が
お
得
だ
と

言
わ
れ
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で
月

々
２
万
円
で
契
約
し
、
前
払
い
し

た
。
し
か
し
、
雪
が
積
も
っ
て
も

除
雪
に
来
な
い
の
で
連
絡
す
る
と
、

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

vol.53
除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
は
慎
重
に
！

冬
道
の
交
通
安
全

【
ド
ラ
イ
バ
ー
編
】

危
な
い
冬
道

　

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
！

◆
滑
り
や
す
い
路
面
を
見
落
と
さ

　

な
い
！

・
黒
っ
ぽ
く
見
え
る
路
面

・
水
の
浮
い
た
ア
イ
ス
バ
ー
ン

・
交
差
点
の
手
前
、
そ
の
付
近

・
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口

・
橋
の
上

・
視
界
不
良
時
の
安
全
確
認
の
徹

　

底
と
徐
行

・
道
路
わ
き
の
雪
山
に
隠
れ
た
歩

　

行
者
や
車
を
予
測

【
歩
行
者
編
】

油
断
大
敵
！

　

自
分
で
自
分
の
身
を
守
ろ
う
！

・
道
路
わ
き
の
雪
山
の
か
げ
か
ら

　

急
に
横
断
し
な
い
。

・
足
元
を
気
に
し
過
ぎ
て
車
へ
の

　

注
意
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

・
吹
雪
の
中
で
も
し
っ
か
り
安
全

　

確
認
。

・
家
の
出
入
口
付
近
で
除
雪
作
業

　

す
る
場
合
は
、
通
行
車
両
に
注

　

意
し
、
道
路
に
は
み
出
し
て
の

　

作
業
は
し
な
い
。

「
10
セ
ン
チ
以
上
積
も
ら
な
い
と

除
雪
し
な
い
」  

と
言
わ
れ
た
り
、

作
業
内
容
に
よ
っ
て
は
「
契
約
に

入
っ
て
い
な
い
」
と
追
加
料
金
を

請
求
さ
れ
た
り
し
た
。
契
約
時
に

そ
の
よ
う
な
説
明
は
な
か
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

◆
契
約
す
る
際
は
、
実
際
に
現
場

を
み
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
見
積

り
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
依
頼
し
た

い
作
業
の
具
体
的
な
内
容
や
、
破

損
が
あ
っ
た
場
合
の
補
償
な
ど
に

つ
い
て
も
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
シ
ー
ズ
ン
契
約
で
前
払
い
す
る

と
、
思
っ
た
よ
う
に
作
業
が
行
わ

れ
な
い
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
返
金
や
追
加
料

金
、
作
業
条
件
や
内
容
な
ど
を
十

分
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
事
例
の
ほ
か
に
も
、
雪
解
け
後

に
除
雪
作
業
で
の
建
物
の
一
部
破

損
が
わ
か
っ
た
が
、
補
償
に
応
じ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
、
な
ど
の
相

談
も
あ
り
ま
す
。

交 通

防 犯

　

昨
年
の
交
通
事
故
は
49
件
！

　
◆
町
内
で
の
交
通
事
故
の
特
徴
は

①
重
大
事
故
は
国
道
３
４
８
号
で

　

連
続
し
て
発
生
。

②
被
害
者
、
加
害
者
と
も
に
高
齢

　

者
が
多
い
。

③
車
両
同
士
の
事
故
が
多
い
。

発生件数 負傷者数 死者数

山形県内
 6,425件
（7,082）

 7,808人
（8,752）

44人
（39）

長井署管内
215件
（211）

264人
（270）

4人
（４）

白鷹町内
49件
（61）

61人
（82）

1人
（３）

平成26年1月1日～ 12月31日の交通事故発生状況

◆
油
断
し
が
ち
な
場
面
は
慎
重
な

　

運
転
を
！

・
雪
が
う
っ
す
ら
と
降
っ
た
早
朝

・
暖
か
い
日
の
日
陰
部
分

・
緩
い
下
り
坂
、
緩
い
カ
ー
ブ

・
わ
だ
ち
や
凹
凸

・
ラ
ッ
シ
ュ
が
過
ぎ
た
後
の
空
い

　

た
道

◆
地
吹
雪
や
濃
霧
な
ど
視
界
不
良

　

時
は
積
極
的
に
点
灯
！

・
相
手
に
早
く
気
づ
か
せ
安
全
に

　

走
行

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署
　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

（　　）は平成25年の数
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問
い
合
わ
せ
・申
し
込
み
は

す
べ
て
下
記
事
務
局
ま
で

ゆ
め
ス
ポ
し
ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」

事
務
局
（
中
央
公
民
館
内
）

☎

ー
８
９
８
８

☆
走
り
っ
か
ク
ラ
ブ

▼
２
月

日
、

日
、

日

▼
午
後
６
時

分
～
７
時

分

▼
場
所

中
央
公
民
館

▼
対
象

小
学
４
年
生
以
上

「
キ
レ
イ
☆
カ
ラ
ダ
教
室
」

～
デ
ト
ッ
ク
ス
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ひ
め
ト
レ
～

▼
い
つ

２
月

日
（
水
）

午
後
７
時

分
～
８
時

分

▼
場
所

蚕
桑
地
区
公
民
館

デ
ト
ッ
ク
ス
ス
ト
レ
ッ
チ
と
骨

盤

底

筋

の

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

で

姿
勢
キ
レ
イ
、
お
腹
ス
ッ
キ
リ
♪

「
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
で
リ
セ
ッ
ト｣

▼
い
つ

３
月
９
日
（
月
）

午
後
７
時

分

～
８
時

分

▼
場
所

東
陽
ホ
ー
ル

全
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
歪
ん
だ

姿
勢
の
改
善
に
効
果
的
！

▼
講
師

伊
藤

利
春

氏

み
つ
ば
治
療
院
院
長
（
米
沢
）

▼
定
員

先
着

名

（
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
の
数
に
限
り
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

※
右
記
ど
ち
ら
も
参
加
費
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
費

会

員
２
０
０
円

非
会
員
５
０
０
円

■
１
月

日
掲
載
の
職
員
募
集
に

つ
い
て
は
締
め
切
り
ま
し
た
。

〝
ま
も
な
く
募
集
開
始

〟

新
年
度
入
会
募
集
開
始
に
先
駆

け
各
教
室
の
無
料
体
験
を
開
催
！

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
キ
ッ
ズ
・
な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

▼
毎
週
月
曜

▼
午
後
６
時

分
～
７
時

分

（
な
で
し
こ
は
８
時

分
ま
で
）

▼
場
所

山
峡
体
育
館

▼
対
象

キ
ッ
ズ
：
未
就
学
児
男
女

な
で
し
こ
：
小
学
生
女
子

☆
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

▼
第
１
・
３
水
曜

サ
ッ
カ
ー

▼
第
２
・
４
水
曜

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

▼
午
後
７
時

分
～
９
時

▼
場
所

東
中
学
校
体
育
館

▼
対
象

幼
児
～

☆
社
交
ダ
ン
ス

▼
毎
週
木
曜

▼
午
後
７
時

分
～
９
時

分

▼
場
所

中
央
公
民
館

（
第
４
木
曜
の
み
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
）

▼
対
象

大
人
、
シ
ニ
ア

☆
け
ん
こ
う
塾

▼
第
１
・
３
・
５
火
曜

３
Ｂ
体
操

▼
第
２
・
４
火
曜

ス
ト
レ
ッ
チ
等

▼
午
前

時
～

時

分

▼
場
所

中
央
公
民
館

▼
対
象

大
人
、
シ
ニ
ア

Vol.32 

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪

白
鷹
町
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信

　

町
報
川
柳

　
「
願
い
」　　
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よつば保育園

荒
高
掲
示
板 

～
県
立
荒
砥
高
等
学
校
～

◆
就
業
体
験
活
動
を
発
表
し
ま
し
た

　

１
月
31
日
、
白
鷹
町
産
業
セ
ン

タ
ー
で
、
２
年
次
生
が
就
業
体
験

活
動
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

目
的
に
、
２
年
次
生
が
約
１
年
間

に
わ
た
っ
て
就
業
体
験
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。
事
業
所
等
で
実
際

に
体
験
活
動
を
す
る
の
は
９
月
中

旬
の
３
日
間
（
広
報
し
ら
た
か
10

月
14
日
号
で
一
部
紹
介
）
で
す
が
、

事
前
と
事
後
の
学
習
も
含
め
て
一

連
の
系
統
的
な
学
び
と
し
て
い
ま

す
。
特
に
事
後
学
習
で
は
、
就
業

体
験
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を

も
と
に
、
そ
の
後
の
学
校
生
活
の

目
標
を
設
定
し
克
服
に
努
め
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
３
日
間
の
体

験
活
動
が
、
単
な
る
体
験
で
終
わ

る
の
で
は
な
く
、
生
き
た
経
験
と

な
っ
て
各
自
の
成
長
に
つ
な
が
り

ま
す
。
総
合
学
科
で
は
こ
の
よ
う

な
実
体
験
を
伴
う
学
習
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
会
に
は
、
体
験
活
動
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
事
業
所
や

町
教
育
員
会
、
出
身
中
学
校
の
校

長
先
生
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
々
に

お
出
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
護

者
や
１
年
次
生
も
含
め
ス
テ
ー
ジ

を
見
守
る
た
く
さ
ん
の
聴
衆
を
前

に
、
１
年
間
の
成
果
を
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
堂
々
と
わ
か
り
や
す
く
発

表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
、
生
徒
会
長
の

佐
藤
大
志
君
が
「
こ
の
発
表
会
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
自
分
達
の
進
路

目
標
達
成
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

切
磋
琢
磨
し
、
総
合
学
科
一
期
生

と
し
て
自
信
を
持
っ
て
巣
立
て
る

よ
う
頑
張
ろ
う
。」
と
意
気
込
み

を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
終
学

年
と
し
て
の
た
く
ま
し
さ
が
身
に

つ
い
て
き
た
な
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
多
く
の
方
々
に
、
紙
面
を
お

借
り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

舟
ま
く
ら　

合
格
願
い　

床と
こ

に
つ
く　
　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

　

お
願
い
ネ　

言
わ
れ
て
「
ハ
イ
」
で　

目
が
覚
め
た　

高　

岡　

安
部　

健
一

　

我
娘こ

た
ち　

心
願
成
就　

成
田
発　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
野　

池
田　

武
子

　

耳
遠
く　

か
あ
ち
ゃ
ん
任
せ　

願
い
事　
　
　

 

　

 

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

　

十
年
目　

念
願
の
我
が
子　

嬉
し
涙　
　
　

 

　
　

 

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

　

積
年
の　

願
い
か
な
え
に　

八
十
路
坂　
　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
己

　

初
日
の
出　

世
界
平
和
に　

願
い
込
め　
　
　
　
　

 

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

　

さ
さ
や
か
な　

願
い
を
込
め
て　

回え

向こ
う

す
る　

 
 
 
 

浅　

立　

梅
津
美
千
子

　

流
れ
星　

早
く
て
願
い　

云
い
き
れ
ず　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

　

お
願
い
は　

ど
こ
の
神
様　

頼
も
う
か　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

願
い
事　

あ
れ
も
こ
れ
も
と　

迷
っ
て
る　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

試
験
の
日　

朝
日
に
願
う　

母
す
が
た　
　
　
　
　

菖　

蒲　

奥
山　

節
子

　

過
疎
の
村　

願
い
が
か
な
い　

嫁
が
来
た　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　

弘

　

選
挙
で
す　

平
和
を
願
い　

投
票
す　
　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

　

初
詣　

あ
れ
も
こ
れ
も
と　

願
い
た
く　
　
　
　
　

つ
く
ば　

斎
藤　

靖
夫

　

願
い
ご
と　

神
頼
み
す
る　

五
円
玉　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

　

欲
ば
っ
て　

あ
れ
も
こ
れ
も
と　

祈
願
す
る　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

　

の
ど
自
慢　

合
格
願
い　

唄
い
だ
す　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

　

月
満
ち
て　

願
っ
て
み
る
も　

数
多
し　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

　

今
朝
も
ま
た　

家
内
安
全　

願
う
母　
　
　
　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

　

天
災
の　

無
き
事
願
い　

日
々
過
ご
し　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

願
い
ま
す　

ぼ
け
ず
に
暮
ら
す　

大
家
族　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

　

夫
婦
し
て　

健
康
寿
命　

永
き
こ
と　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

　

願
わ
く
ば　

可
愛
い
婆
で　

終
わ
り
た
い　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

　

神
社
前　

ふ
と
立
ち
止
ま
り　

願
い
事　
　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉

　

身
の
丈
に　

合
っ
た
願
い
は　

神
も
聞
き　
　
　

 
 

荒
砥
乙　

保
科　

努

　

願
い
ご
と　

神
や
仏
に　

よ
く
ば
っ
て　
　
　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

　

願
い
ま
す　

平
和
な
日
本　

け
ん
か
な
し　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

　

願
い
事　

来
年
も
ま
た　

か
な
え
て
ね　
　
　
　
　

ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

　

願
か
け
て　

ま
た
も
叶
わ
ぬ　

七
億
円　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

　

ま
た
再
会　

出
来
る
事
を　

お
願
い
す　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

御
神
仏　

御
供
え
納
め　

良
き
願
い　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

止や

め
る
気
も　

な
く
お
願
い
を　

煙
に
巻
く　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　
次
回
「
節
」
二
月
二
十
五
日
ま
で
。
　
「
空
」
三
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地
　
白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係
　
宛

　

町
報
川
柳
　
「
願
い
」　　

 
こども俳句「ゆき」

　今年は大雪。大雪による被害も出ているようです。

大人にとってはたいへんな雪も、子どもにとっては夢いっぱい。雪が大好

きな子どもたちです。

　　　　「ゆきふって　おおきくなったよ　だるまさん」 
　　　　「おそらから　ゆきがおどって　おちてくる」 
　　　　「イケメンの　だるまくんを　つくるんだ」
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支出日 区分 支出額(円) 内　　　　容

1 月　6 日 献花 15,000　 　町議親族弔慰生花

1 月　6 日 御祝 3,300　 　荒砥八幡神社歳旦祭

1 月　6 日 香典 3,000　 　職員親族弔慰金

1 月　7 日 御祝 5,000　 　白鷹ロータリークラブ新年会

1 月 13 日 贈答品 8,800　 　重要事業要望

1 月 13 日 御祝 3,200　        　鮎貝八幡宮歳旦祭

1 月 14 日 御祝 5,000　 　白鷹町酪農組合新春交流会   
1 月 20 日 御祝 3,000　 　新春建設事業懇談会

1 月 20 日 御祝 3,000　 　防火祈願祭

1 月 20 日 御祝 5,000　 　白鷹きらやか会新春懇談会

1 月 21 日 御祝 3,000　 　白鷹町青申会定時総会

1 月 29 日 御祝 3,000　 　十王雪まつり

1 月 29 日 贈答品 13,200　 　重要事業要望

計 73,500　

  １月の町長交際費 平成27年１月に支出された町長交際費についてお知らせします。

■問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120

　
保
育
園
給
食

　
　
放
射
性
物
質
検
査
結
果

　　

▼
測
定
限
界　

　

０
・
４
６
～
０
・
８
９
ベ
ク
レ
ル

　

／
㎏
以
下放射性ヨウ素 放射性セシウム

ひがしね保育園 不検出 不検出

さくらの保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

　

▼
期
間　

　

１
月
15
日
（
木
）～
21
日
（
水
）

　
　

　
　

い
ず
れ
の
保
育
園
も
、
放

　

射
性
ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ　

　

ウ
ム
と
も
に
不
検
出
で
し
た
。

　　

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２

　
さ
く
ら
の
保
育
園
に
隣
接
す
る

敷
地
に
、
高
齢
者
・
子
ど
も
・
障

が
い
者
が
混
在
し
て
過
ご
せ
る
場

所
の
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。 

同
一
空
間
で
接
す
る
こ
と
が
互
い

を
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

（
60
代
男
性
）

Ａ
お
答
え
し
ま
す

　

現
在
、
町
で
は
町
民
武
道
館
の

整
備
や
庁
舎
等
整
備
基
本
構
想
な

ど
の
実
施
に
向
け
て
計
画
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
の
保
育
園
に
隣
接
し
て

い
る
敷
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

の
全
体
計
画
の
中
で
、
今
後
ど
の

よ
う
な
形
で
の
活
用
が
有
効
で
あ

る
か
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課　

☎
86

－

０
１
１
１

広報直通便

　

白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

後
半
で
負
け
越
す
も

　
　
来
場
所
へ
の
糧
に

　
大
相
撲
1
月
場
所

（
１
月
11
日
～
25
日
）

取組 星取 決まり手
２日日 ○ 突き落とし
４日目 ● 寄り切り
５日目 ● 押し出し
中　日 ○ 押し倒し
10 日目 ● 押し出し
12日目 ○ 送り出し
13日目 ● 突き出し

西幕下11枚目　３勝４敗

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

　

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　　

今
場
所
は
久
し
ぶ
り
の
負

け
越
し
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
自
分
の
弱
点
な
ど
、

こ
れ
ま
で
目
を
向
け
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

　

三
月
場
所
で
は
勝
ち
越
し

て
、
ま
た
自
己
最
高
位
で
五

月
場
所
に
臨
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
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催　し

第
33
回
白
鷹
ス
キ
ー
場
ま
つ
り

▼
い
つ　

２
月
22
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

▼
内
容
と
開
始
時
間

◇
開
会
行
事
…
午
前
９
時
30
分

◇
滑
っ
て
ゲ
ッ
ト（
雪
上
そ
り
）と

お
楽
し
み
抽
選
会
…
午
前
10
時

◇
ミ
ル
ク
バ
ー
…
午
前
10
時
～

◇
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
車
体
験
…      

午
前
10
時
30
分（
小
学
校
低
学
年
） 

◇
餅
つ
き
大
会
…
午
前
11
時
30
分

※
餅
の
ト
レ
ー
（
１
０
０
円
）
を

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

◇
お
祭
り
時
間
中
は
リ
フ
ト
料
金

が
無
料
で
す
（
午
後
１
時
よ
り
通

常
料
金
と
な
り
ま
す
）。

◇
通
行
の
妨
げ
に
な
る
駐
停
車
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
係
員
の
指
示
に
従
っ
て

　

く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

白
鷹
ス
キ
ー
場
ま
つ
り

実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
ス
キ
ー
セ

ン
タ
ー　

☎
87

－

２
４
５
６

ス
キ
ー
場
ま
つ
り
実
行
委
員
長

☎
87

－

２
０
１
８

白
鷹
そ
ば
祭
り
を
開
催
し
ま
す

　

白
鷹
町
そ
ば
の
里
づ
く
り
振
興

会
会
員
が
白
鷹
山
麓
の
畑
で
栽
培
、

収
穫
し
て
手
打
ち
し
た
こ
だ
わ
り

の
蕎
麦
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
７
日
（
土
）
～
８

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
茶
屋

▼
料
金　

前
売
券　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

当
日
券　

１
２
０
０
円

▼
前
売
券
販
売   

あ
ゆ
茶
屋 
・ 
町

観
光
協
会 

・ 

Ｊ
Ａ
白
鷹
支
店

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き

た
ま
白
鷹
支
店

☎
85

－

２
１
２
１

「
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し
」
上
映
会

　

牛
の
飼
育
か
ら
解
体
ま
で
を
手

が
け
る
精
肉
店
。 「
生
」
の
本
質

を
見
続
け
て
き
た
家
族
の
記
録
を

通
し
て
、「
い
の
ち
」を
食
べ
て
生

き
る
こ
と
を
考
え
る
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
を
上
映
し
ま
す
。 

平

成
26
年
度
文
化
庁
文
化
記
録
映
画

大
賞
受
賞
作
品
で
す
。

▼
い
つ　

２
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
と
午
後
２
時
の
２
回

上
映
（
各
回
同
じ
内
容
で
す
）

▼
ど
こ
で　

長
井
市　

置
賜
生
涯

学
習
プ
ラ
ザ
2
階　

大
研
修
室

▼
内
容　

映
画
上
映（
１
０
８
分
）

と
茶
話
会（
1
時
間
程
度
）

※
お
に
ぎ
り
と
お
味
噌
汁
を
用
意

し
ま
す
。

※
授
乳
、 

オ
ム
ツ
替
え
、 

キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
を
別
室
に
用
意
し
ま
す
。

▼
入
場
料　

前
売
券
１
０
０
０
円  

　
　
　
　
　

当
日
券
１
２
０
０
円

　
　
　
　
　

18
歳
以
下　

無
料

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

ベ
ニ
バ

ー
ズ
え
ん
ど
う
、 

ヤ
マ
シ
チ
商
店
、

八
文
字
屋
長
井
店

※
メ
ー
ル
で
の
予
約
も
可
能
で
す
。

E-m
ail:ribon.okitam

a@
gm

ail.com
http://okitam

aribon.blog.fc2.com
/

■
問
い
合
わ
せ　

山
本
昌
継　

☎
０
９
０

－

９
６
７
８

－

１
８
２
８

比
ひ

良
ら

松
まつ

  道
みち

一
かず

　講演会

　1965年、福岡県福岡市生まれ。農学博士。九州大学
准教授。保護者会長を務めていた小学校の学童保育所
で「弁当の日」を実施。学童保育所の弁当の日として
は全国初の取り組みであり、共働き家庭やひとり親家
庭を中心とした現代の子育てを充実するうえで、弁当
の日の実施がたいへん有効であることを実証されまし
た。現在、食・環境・子育てに関する講義・講演活動
やワークショップを展開されています。

白鷹学講座　パート４

「弁当の日と食への感謝（仮題）」

　

　白鷹町でも、小学校で、食育の一環として「弁当の
日」の取り組みが始まっています。取り組みがさらに
広がるよう、弁当の日がもたらすふれあいの大切さ、
食の大切さと食への感謝など、弁当の日の意味を再度
確認し合います。

◆い　つ　３月３日（火）午後７時～
◆どこで　産業センター（パワーセンター白鷹）
◆入場無料（整理券が必要です）
◆整理券取扱い　産業センター・あゆーむ・教育
　　　　　　　　委員会・中央公民館・各地区公
　　　　　　　　民館
■問い合わせ　教育委員会生涯学習・文化振興係
　　　　　　   ☎85－6146

【 比良松道一　氏 】
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ソ
フ
ト
小
村
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

白
鷹
ソ
フ
ト
小
村
で
は
、
情
報

産
業
等
を
含
む
個
人
・
法
人
の
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
研
究

開
発
、
起
業
や
新
規
事
業
の
創
出
、

新
分
野
へ
の
進
出
な
ど
、
地
域
産

業
の
育
成
を
支
援
し
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
所
在
地　

鮎
貝
７
４
９
１
番
地

▼
内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス

Ａ
タ
イ
プ
（
１
戸
建
）
１
棟
（
２

階
建
て
約
70
坪
）

▼
使
用
料　

月
額
５
万
８
６
２
０

円▼
入
居
資
格

①
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
ま
た

　

は
有
す
る
予
定
の
個
人
・
法
人

②
情
報
産
業
を
営
ん
で
い
る
方
ま

　

た
は
行
お
う
と
し
て
い
る
方

③
国
税
及
び
地
方
税
を
完
納
し
て

　

い
る
方

▼
入
居
条
件

①
入
居
日　

３
月
か
ら
（
５
年
以

　

内
の
使
用
が
可
能
で
す
）

②
経
費　

使
用
に
伴
う
経
費
は
実

　

費
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

２
月
20
日（
金
）

第
35
回
白
鷹
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
25
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み　

２
月
20
日
（
金
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２

２
０
１
５
新
入
学
お
め
で
と
う
置
賜
大
会

　

今
年
も
新
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、 

小
さ
な
胸
に
大
き
な
希
望
を

も
っ
て
入
学
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
児
童
を
集
め
た 
「
２
０
１
５
新

入
学
お
め
で
と
う
置
賜
大
会
」 

を

開
催
し
ま
す
。  

▼
い
つ　

2
月
28
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分
（
開

場
は
午
後
1
時
）

▼
ど
こ
で　

伝
国
の
杜　

置
賜
文

化
ホ
ー
ル

▼
対
象　

置
賜
地
域
の
新
入
学
児

童
と
そ
の
家
族

▼
定
員　

新
入
学
児
童
１
５
０
人

と
そ
の
家
族
３
５
０
人

▼
内
容

◇
親
子
が
楽
し
め
る
歌
と
ヌ
イ
グ

ル
ミ
シ
ョ
ー
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
豪
華
賞
品
が
当
た
る
ラ
ッ
キ
ー

抽
選
会

※
入
場
は
無
料
で
す
が
参
加
券
が

必
要
で
す
。

▼
主
催　

山
形
新
聞
社

▼
共
催　

山
形
新
聞
置
賜
地
区
親

交
会

▼
後
援　

置
賜
地
区
８
市
町
と
各

市
町
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
新
聞
米
沢

支
社

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
２
２

▼
申
し
込
み　

提
出
書
類
な
ど
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
町
産

業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
提
出
方
法
は
持
参
ま
た
は
郵
送

の
み
と
し
ま
す
。（
郵
送
の
場
合
は

２
月
20
日
（
金
）
消
印
有
効
）

▼
選
考
方
法　

白
鷹
ソ
フ
ト
小
村

使
用
許
可
選
考
委
員
会
に
お
い
て

選
考
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　

施
設
の
利
用
に
は
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
商
工
振
興
係　

☎
85

－

６
１
３
６　

募　集

▼
い
つ　

３
月
１
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
開
会

▼
ど
こ
で　

東
中
学
校
体
育
館

▼
種
目　

一
般
男
子
・
中
学
男
子

・
中
学
女
子
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ

▼
参
加
資
格　

白
鷹
町
に
お
住
ま

い
の
方
、
ま
た
は
、
通
勤
通
学
し

て
い
る
学
生
、
社
会
人
の
方

▼
試
合
方
法　

原
則
と
し
て
地
区

対
抗
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
い

ま
す
。

▼
申
込
締
切　

２
月
23
日
（
月
）

▼
申
込
方
法　

１
人
２
５
０
円
の

保
険
料
を
添
え
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
大
会
ま
で
練
習
日
を
設
け
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

毎
週
水
・
土
曜
日

　
　
　
　

午
後
８
時
30
分
〜

◇
場
所　

西
中
学
校
体
育
館

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

町

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

佐
藤

☎
０
９
０

－

２
８
４
７

－

２
０
３
６

町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
い
つ　

３
月
１
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

▼
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

▼
種
目　

混
成（
18
才
以
上
）

▼
チ
ー
ム　

４
人
以
上
８
人
以
内

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
８
０
０
円

▼
申
込
期
限　

２
月
24
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会　

守
谷

☎
０
９
０

－

１
４
９
２

－

５
４
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

３
１
５
４

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

　

認
知
症
介
護
の
経
験
者
や
介
護

中
の
方
が
集
い
、
介
護
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
す
。
介
護
に
つ
い
て

山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
男
性
セ
ミ
ナ
ー

だ
れ
で
も
で
き
る
！「
お
も
い
や
り
の
介
護
」

　

い
つ
か
は
、
自
分
が
介
護
す
る

立
場
、
あ
る
い
は
介
護
さ
れ
る
立

場
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
、
介
護
に
つ
い
て
関

心
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。「
お

も
い
や
り
の
介
護
」
と
は
ど
う
い

う
介
護
か
、
男
性
・
女
性
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
こ
れ
か
ら
の
介
護

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
い
つ　

２
月
22
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
市　

遊
学
館
２

階　

第
５
研
修
室

▼
講
師　

小
池
千
恵
子　

氏
（
天

童
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

副
セ
ン
タ
ー
長
）

▼
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

※
無
料
で
託
児
も
行
い
ま
す
。

▼
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
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広告

山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
チ
ェ
リ
ア
」

☎
０
２
３

－

６
２
９

－

７
７
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３

－

６
２
９

－

７
７
５
２

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習

　

伐
木
造
材
作
業
中
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
安
全
な
作
業
方
法
及
び
、

ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て
な
ど
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
を
修
得
す
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
26
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
５
階
講
堂

▼
内
容　

◇
安
全
な
伐
木
造
材
作
業
に
つ
い

て
の
講
義

◇
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て
と
機

械
の
点
検
等
に
つ
い
て
の
実
演
・ 

実
習

▼
定
員　

50
人

▼
参
加
費　

無
料

※
所
有
し
て
い
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
道
具
（
丸
や
す

り
・
平
や
す
り
・
工
具
・
清
掃
道

具
・
軍
手
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

２
月
20
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

おしらせ

白
鷹
町
史
談
会
研
究
発
表
会
並
び
に
深

山
観
音
堂
境
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
会

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

ぜ
ひ
聞
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
会

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階　

大
会
議
室

▼
内
容
と
発
表
者

①
「
絵
葉
書
で
見
る
大
正
・
昭
和

　

の
白
鷹
町
」
佐
藤
健
一
氏

②
「
五
十
公
野
城
の
落
城
と
逃
走
」

　

江
口
儀
雄
氏

③
「
深
山
観
音
堂
境
内
遺
跡
発
掘

　

調
査
報
告
」
平
吹
利
數
氏

▼
参
加
料　

無
料

※
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
会

場
へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
研
修
後
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

歴
史
談
義
を
し
な
が
ら
交
流
し
ま

せ
ん
か
。
懇
親
会
に
参
加
を
希
望

の
方
は
、
２
月
26
日（
木
）ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
会
費
は

１
５
０
０
円
で
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

事
務
局　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

・
文
化
振
興
係
☎
85

－

６
１
４
６

学
校
体
育
施
設
等
使
用
の
調
整
会

議
を
開
催
し
ま
す

　　

平
成
27
年
度
の
学
校
体
育
施
設

等
の
使
用
に
つ
い
て
調
整
会
議
を

開
催
し
ま
す
。
使
用
を
希
望
す
る

団
体
の
代
表
の
方
は
必
ず
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

　

使
用
実
績
の
あ
る
団
体
に
は
す

で
に
周
知
し
て
い
ま
す
が
、
新
規

に
使
用
を
希
望
す
る
団
体
に
は
申

請
書
類
等
を
配
付
し
ま
す
の
で
、 

２
月
19
日（
木
）ま
で
教
育
委
員
会

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
26
日
（
木
）　

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階　

大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

衣
の
サ
イ
ズ（
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
）

▼
申
込
期
限　

２
月
25
日（
水
）

▼
そ
の
他　

施
設
ご
と
の
定
員
に

よ
り
体
験
施
設
を
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み 

・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
０

－

２
４
７
３　

山
形
市

松
栄
１

－

５

－
45　

山
形
県
看
護

協
会　

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
担
当

☎
０
２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
普
及

担
当
☎
０
２
３

－

26

－

６
０
６
５

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
者
募
集

　

一
般
の
方
に
看
護
の
仕
事
を
体

験
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
病
院
や

福
祉
施
設
で
看
護
の
仕
事
を
体
験

し
、
患
者
さ
ん
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
、
命
や
医
療
、
看
護

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
実
施
期
間　

平
成
27
年
５
月
10

日
（
日
）
～
６
月
12
日
（
金
）

※
実
施
日
は
施
設
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

▼
実
施
施
設　

県
内
の
病
院
・
診

療
所
・
福
祉
施
設
・
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
等

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
応
募
方
法　

◇
高
校
生
は
学
校
を
通
し
て
お
申     

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
高
校
生
以
外
の
方
は
左
記
の
必 

要
事
項
を
ハ
ガ
キ
に
明
記
し
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
必
要
事
項
】　 

郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
も
）・
性

別
・
年
齢
・
職
業
ま
た
は
学
校
名

・
電
話
番
号
（
連
絡
の
と
れ
る
番

号
）・ 

体
験
を
希
望
す
る
施
設
名

と
希
望
日（
第
３
希
望
ま
で
）・
白

農
地
台
帳
の
公
表
に
つ
い
て

　

農
地
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
農

地
台
帳
の
整
備
、
公
表
が
法
律
で

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
公
表
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
農
業
委
員
会
窓
口

で
行
い
ま
す
。

　

公
表
項
目
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事

務
局　

☎
85

－

６
１
２
８
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○発作外来（てんかん、偏頭痛等）第１土曜日の午後（要予約）

○　川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、作業療法士さん、

　理学療法士さんを募集しています。

○准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や看護

　学校及び准看護師学校へ入学希望の方、当病院の修学資金制度を

　利用してみませんか。

※お問い合わせ：　川記念病院事務長まで　電話８７－８０００　

発作外来診療のご案内　看護師・准看護師・作業療法士・理学療法士募集

小児科　内科　精神科　児童精神科
老年精神科　神経内科　リハビリテーション科　

に
運
航
再
開
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
度
は
開
港
50
周
年
の
記
念
の

年
で
あ
り
、 

空
港
の
さ
ら
な
る
利

用
拡
大
の
た
め
、 

山
形
空
港
利
用

拡
大
推
進
協
議
会
で
「
お
い
し
い

山
形
空
港
応
援
月
間
」 

と
し
て
両

路
線
の
運
賃
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
期
間　

平
成
27
年
３
月
31

日（
火
）ま
で

▼
対
象
者　

町
民
の
方
（
予
算
枠

の
範
囲
内
で
申
し
込
み
先
着
順
と

な
り
ま
す
）

▼
助
成
額　

往
復
５
０
０
０
円

（
片
道
の
場
合
は
２
５
０
０
円
）

※
往
路
・
復
路
ど
ち
ら
か
が
対
象

期
間
内
で
あ
れ
ば
往
復
分
を
助
成

し
ま
す
。

※
搭
乗
便
の
運
賃
や
取
消
手
数
料 

割
引
チ
ケ
ッ
ト
等
の
詳
細
は
各
航

空
会
社
の
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
や
お

近
く
の
旅
行
会
社
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
利
用
方
法　

助
成
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、 

必
ず
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

航
空
券
の
予
約
や
支
払
い
は
各
自

で
行
い
、 

搭
乗
後
に
航
空
券
を
添

え
て
「
助
成
金
交
付
申
請
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
１
２
８

地
域
の
文
化
活
動
を
応
援
し
ま
す

　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
置

賜
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
平
成

27
年
度
に
企
画
運
営
す
る
文
化
イ

ベ
ン
ト
等
の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業
の
例

◇
置
賜
地
域
の
文
化
資
源
を
活
用

し
た
文
化
事
業

◇
こ
ど
も
た
ち
に
よ
る
文
化
芸
術

活
動
の
発
表
や
交
流
を
行
う
文
化

イ
ベ
ン
ト

◇
市
町
の
枠
を
超
え
た
複
数
の
団

体
に
よ
る
文
化
事
業

◇
次
世
代
の
文
化
を
担
う
人
材
の

育
成
を
目
的
と
す
る
事
業

▼
支
援
内
容　

共
催
負
担
金
（
最

大
40
万
円
）
を
負
担
し
ま
す
。

▼
募
集
締
切　

４
月
30
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

（
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
地
域
振

興
課
）

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
１
８

求
職
者
の
生
活
・
就
労
相
談
会

　

求
職
者
の
生
活
や
就
労
に
つ
い

て
の
集
中
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
26
日
（
木
）

　
　
　

～
２
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
窓
口　

山
形
県
求
職
者
総

白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
50

周
年
記
念
事
業

　

白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立

50
周
年
記
念
事
業
で
募
集
し
た
町

内
小
中
高
生
の
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
と
記
念
講
演
を
、

一
般
公
開
で
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
28
日
（
土
）

◇
表
彰
式　

午
後
２
時
～　

◇
記
念
講
演　

午
後
３
時
～

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

▼
記
念
講
演
「
読
書
の
楽
し
み
と

図
書
館
」

▼
講
師　

国
立
国
会
図
書
館
館
長

大
滝
則
忠　

氏

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
50
周
年
記
念
事
業
事
務

局　

芳
賀
康
雄
（
十
王
調
剤
薬
局

内
）
☎
87

－

２
２
８
９

山
形
県
議
会
議
員
立
候
補
届
出
予

定
者
説
明
会
等
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
４
月
12
日
執
行
予
定

の
山
形
県
議
会
議
員
選
挙
（
西
置

賜
郡
選
挙
区
）
の
立
候
補
届
出
予

定
者
説
明
会
及
び
出
納
責
任
者
説

明
会
、
立
候
補
届
出
受
付
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会
及

び
出
納
責
任
者
説
明
会

▼
い
つ　

３
月
9
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
講
堂

◇
立
候
補
届
出
受
付

▼
い
つ　

４
月
３
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
講
堂

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
選
挙
管

理
委
員
会
置
賜
地
方
事
務
局

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
１
０
０

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

　

２
月
16
日
か
ら
確
定
申
告
が
始

ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
が
近
づ
く

と
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
早

め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間　

２
月
16
日
（
月
）

　
　
　

～
３
月
16
日
（
月
）

▼
会
場　

長
井
税
務
署
（
旧
法
務

局
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
）

※
復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
税
務
署
総

務
課　

☎
84

－

１
８
１
０

お
い
し
い
山
形
空
港
応
援
月
間

山
形
～
羽
田
・
山
形
～
名
古
屋
便

の
運
賃
を
助
成
し
ま
す

　

山
形
空
港
で
は
、 

昨
年
３
月
よ

り
山
形
～
羽
田
便
が
朝
夕
２
便
化
、

山
形
～
名
古
屋
便
が
３
年
半
ぶ
り
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白鷹　W180xH48

もう一度ご確認ください
町税等の納め忘れはありませんか？

　平成26年度の町県民税・固定資産税（１～
４期）、軽自動車税（１期）及び国民健康保険
税・後期高齢者医療保険料・介護保険料（１～
７期）は、すでに納期限が過ぎています。
　納期限を一定期間以上経過しますと督促手数
料や延滞金が発生し、さらに納付額が増加する
ことになります。お手持ちの納付書を再度ご確
認のうえ、納期限が過ぎているものがありまし
たら、早めに納付くださるようお願いします。
　なお、納付状況がわからない場合や納付書が
見つからない場合はお問い合わせください。
※町税等が納期限を過ぎて未納の状態になりま
　すと、予告なく滞納処分（差押え等）の対象
　となる場合があります。

■問い合わせ　税務出納課収納係☎85－6106

　

合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
山
形
テ
ル
サ

１
階
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
や
ま

が
た
内
）

▼
相
談
内
容　

◇
求
職
者
の
生
活
や
住
ま
い
に
関

　

す
る
相
談

◇
就
職
活
動
や
職
業
訓
練
に
つ
い

　

て
の
相
談

▼
相
談
方
法　

電
話
相
談
ま
た
は

来
所
相
談
（
申
し
込
み
は
不
要
）

▼
相
談
電
話（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
８
０
０

－

８
０
０

－

７
８
６
７

■
問
い
合
わ
せ

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ

☎
０
８
０
０

－

８
０
０

－

７
８
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３

－

６
４
６

－

３
３
５
８

女
性
の
た
め
の
相
談
会

　

桃
の
節
句
に
合
わ
せ
女
性
司
法

書
士
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。 

予
約
は
不
要
、

相
談
は
無
料
で
す
。 

託
児
室
も
用

意
い
た
し
ま
す
の
で
、 

お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
３
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
フ
ァ
ー
ラ
」

山
形
市
城
西
町
二
丁
目
２

－

22

▼
相
談
対
象　

女
性
の
方

▼
相
談
方
法　

面
談

▼
相
談
例

◇
相
続
問
題
や
成
年
後
見
の
問
題

◇
Ｄ
Ｖ
や
家
族
間
の
問
題

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
司
法
書

士
会

☎
０
２
３

－

６
２
３

－

７
０
５
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３

－

６
２
４

－

８
０
７
８

東
北
ろ
う
き
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
】

　

県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の

教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
卒
業
後
、
県

内
に
就
職
・
就
業
し
た
場
合
は
、 

そ
れ
以
降
の
利
子
に
対
し
て
元
金

３
０
０
万
円
を
限
度
に
教
育
基
金

協
会
か
ら
年
２
・
０
％
の
利
子
補

給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
使
い
み
ち　

高
校
、
短
大
、
大

学
、
各
種
専
門
学
校
等
の
学
資
金

や
住
居
・
生
活
資
金
な
ど

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
０
万
円

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証

料
込
み
）

年
２
・
５
０
％
～
３
・
６
５
％

▼
融
資
期
間　

最
長
10
年　

※
在
学
期
間
中
、
元
金
の
返
済
を

最
長
６
年
間
据
え
置
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
間
は
利
息
の
み
の

返
済
と
な
り
ま
す
。

▼
保
証
料　

団
体
会
員　

年
０
・
７
０
％

団
体
会
員
以
外　

年
１
・
２
０
％

【
生
活
応
援
ロ
ー
ン
】

　

町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低

利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

▼
使
い
み
ち　

自
動
車
や
家
電
の

購
入
、
教
育
資
金
、
医
療
費
な
ど

生
活
資
金
全
般　

▼
対
象
者　

①
白
鷹
町
に
お
住
ま
い
の
勤
労
者

の
方
、
ま
た
は
白
鷹
町
勤
労
者
互

助
会
会
員
の
方
。

②
労
働
組
合
が
な
い
、
ま
た
は
職

場
に
融
資
制
度
の
な
い
方
。

▼
融
資
額　

２
０
０
万
円
以
内

▼
融
資
金
利 　

年
２
・
０
％
（
固

定
金
利
・
保
証
料
は
別
）

「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
」
の
会

員
は
町
よ
り
年
１
・
０
％
の
利
子

補
給
が
あ
り
ま
す
。

「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
」
会
員

以
外
の
方
は
町
よ
り
年
０
・
３
％

の
利
子
補
給
と
な
り
ま
す
。

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内

▼
保
証
料　

年
０
・
６
％
（
東
北

労
働
金
庫
長
井
支
店
が
指
定
す
る

保
証
機
関
の
保
証
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫
長
井
支
店

☎
84

－

１
１
０
０



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

No.1154
2015-2

-12

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

【12月27日～ 1月30日 届出】

住　所 父母の名 子の名

横田尻 小林
政雄 柊

しゅう

　斗
と

美沙

萩　野 清野
照明 陽

ひ

　愛
な

まなみ

荒砥乙 大滝
雄介 雄

ゆう

　陽
ひ

日生

畔　藤 佐藤
聡 沙

さ

　耶
や

涼子

箕和田 渋谷
克幸 和

わ

　可
か

郁恵

畔　藤 大木
康博 は　なひとみ

畔　藤 橋本
豊 ゆほ子

こ

るな子

　　氏　　　名　　　  住所

（青　木　智　弥　　浅　立
貝　沼　永美香　　川西町

（小　松　宗二郎　　長井市
新　納　優　子　　荒砥甲

（小　形　匠　善　　浅　立
大　場　香　澄　　長井市

ご結婚おめでとう

 

住　所　  氏　　名  　年齢
浅　立　平　吹　　巖　　81
萩　野　髙　橋　き　ぬ  100
畔　藤　田　中　イ　ヨ　83
針　生　奧　山　ひろ美　68
畔　藤　小　形　竹　松　88
箕和田　土　屋　せ　ん  100
山　口　渡　部　す　み　87
十　王　小　林　宏　次　84
山　口　中　川　千代子　80
中　山　沼　澤　孝　一　94
畔　藤　大　木　晴　司　91
黒　鴨　鈴　木　信　雄　66
鮎　貝　　今　　き　ん　98
鮎　貝　樋　口　知英子　63
十　王　志　鎌　　實　　85
鮎　貝　石　栗　友　次　88
荒砥甲　梅　津　榮　治　90
十　王　小　林　タカエ　86
荒砥乙　鈴　木　政　幸　52
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